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目妁　 大豆およ び大､豆加工､食品中に兪言献h 食物繊維|て関■ ゐ報浩はあま') 見られない

収、との食軸繊 維奢量ば 加工によっ て変化すゐこヒ拭考えら畝 恥。そこで、大 豆の加工に
よっ て大豆中々､食物 繊維吠と吻 ように増廣すゐか を知＆ために、本夫験 を行V つ陶。

さ去 核料 才欠 豆おぷびその加工品Y.しマきな粉 、納 豆、赤だし味噌. おから 訓

これらについ て ん 、Soest  en d，+eりe吋 妬er 豪により、NDF,  ADF.    ADF- リグゴ'yi
忿量し、ヘミセlレロ ース 、セtレD  ース、リ グユンiki 得阪。^r= 、こ・ き俄で'は可濾性。

食籾繊維状定量さ･れ ぶ̂い ので、欠 登およぴ欠 豆加工食品に今いヒ 懲わ収りペワキン賃につ

い て、70% エ7 ノー1し不溶iEか を加水弁解後+iiレバソ ーlレtt色識lべ≒7 マ定号し卜 。粗繊
維も僥 来･･ん)｡ んC 去によりた量レ 、食籾繊継との比較 参考としr<.

結果 欠n および大愛加エ｡食品中の鴉繊芦冷-i-) 、̂お力ヽらを除いTij あま') 式きなまい

が 見じ'恟 い`状、食物繊維かi^ おいて^z個々ク試料 り ｀'}大 汗なま い力ヽぐ見ら収に。

納豆々赤Tぞし味噌T は` 、ヘミ匂レロ ー人1- おいて滸 に脚ﾘ バl-ら訊 晦。、こ収らl才映鴎奏

晶であ') 、衰生勿]I- よゐ影響^ 考え＆ことがで`きゐ。きな粕卜J^;いてば、ヘミセlレロ ース

か;椅 ＝商い^;S2 ホレた力でヽ こ の薦につv マヽはそ。原因J 蔵 針中7｀'あh. 一方、おから なヽ当
柘 のことであ ゐt]^- 可瀋性お^ び不審 性。食物繊|勧､ぐ最も豊畠f あ゙り 。この とヽヒ から食物

轜維^ 素肩 としマ有用があ ゐど考えら^Kyゐ・
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a 的　野 菜にiS タン;< ク資以 外の業系成`分 が今く含まれt  い る。ヽi のU  ヵヽに 硝酸A オ

ンがあろ. 朋酸イオンμニト ロ ノヽ-r ミンを成に関与寸i    こ'C が知 られている<r＼て≒ 撞<? の

野 菜の硝酸A  メ ン含量を定量-t るこいﾕ 隻義のあらい: であるY. 考えられる。硝酸／iオン

はケルグ- ルシ去により定量 で似Tj: い。 しヵヽ し, 硝酸バオンが野菜申に存菰寸る場合 ，ケル

グ ール法↑定量で似る宝秀の測 定に影耀 を与えるかr うかを検討寸 る辰零-A"" ある.

方法　 よく摂取寸心好采//種（ﾆｷ ， べヽｿ,   そり うり,  X-: ヽ ･こん。ねぎ，ほう似A- 可飢

禄£ひゃ し ト･マト,  ち まねぎ，にんしヽヽん, もしや，なオハ うリ類 ，山菜バ

町の杷の野栗を入手レ 均 質化しに。 これらを凍待乾燥し，試料 乙(. Tこ。試料のを宝希は

ケルr －ル法により測 定I 仁。硝酸態嘔素はイオン/ -  ターで゙測 定I  Tこ。

総菜　 よく摂取 する野 菜のうち. ほう れんそう, 弁ヤペヽｿ,  びいこん，-らしゃは硝酸イ

オ ン含量 が高く.   1- マト, 緑 豆もぞ し,   にまiKi*",   わぎばタ･U ヵ≒T こ. うリ鴉 は一報 に硝

酸イオンが少り が，ハ。仝体的には葉菜類すり わち，みっは≒　こまつｱ｡i-
    ,パ

セリンプ ロッ

コリ ー，山東菜，白系 ／. どト 今(,! . 一方J:く摂取 する野菜申のケル5'"ール嫉によ,   て定

量 でμる窒素量 は。硝酸カリウムを岑加することにX  ，t  ,   6～2ﾌﾂら減 少` I rこ。しヵ`レ

にんじんのX.  さのみ, 硝酸 カリウA  を参加すると ケルダ －ル演卜 よご で定量これら窒豪量

が僧加し仁。 こ<ri こX.から, 蔵酸を用いい アル9' ール活lリ る窒考の測定には，硝酸A オ

ンが含まμていゐと で,   正I   vり直が得られ餌,い。幻 ≒ にんじんに 硝酸態窒考 をフンモ

ニブ態望秀にする成 分が存菰寸るら い ’。


